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 Partial shell materials of large （carapace up to 70 cm long as estimated） trionychid 
turtles （Family Trionychidae, Order Testudines, Class Reptilia） are reported from the Lower 
Miocene （18 to 16 Ma） Kunimi Formation of Fukui City, Fukui Prefecture, Central Japan, 
are characterized by unique fine sculptures of the plastron, identified as Rafetus sp. They 
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ン類の報告がある（Hirayama et al. 2000；平山 2002；Nakajima, et al. 2017）．新生
代に入るとその産出量は増加し，特に日本の前・中期中新世からは，著しく大
型のスッポン科に属するカメ類化石がしばしば発見されており，佐賀県の野島
層群（平山 2006），広島県や岡山県の備北層群（三浦・卯山 1987；平山・田口 
1994；平山ほか 2005），岐阜県の可児層群（岡崎 1977），三重県の阿波層群（高
田 2006），福井県福井市の国見層（白竹・水野 1980； 平山 2003），長野県の富草
層群（平山 2006），富山県の黒瀬谷層（平山・金子 1994），島根県隠岐の島の郡









の主な比較資料としてChelonian Research Institute（C. R. I.）所蔵の標本を用いた
（略号PCHP）．
they originally inhabited shallow marine environments. Smaller trionychid, with about only 
30 cm long carapace, was found from the uvial sediment of the Kunimi Formation. ese 
trionychids seem to demonstrate both morphological and paleoecological diversities during 
the Early Miocene turtles in Japan.
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追跡され，地質図が作成されている（鹿野ほか  2007）．K４から15.8±1.0 Ma と17.5±
0.6 Ma，K９から16.5±0.6 Maのジルコンのフィッション・トラック年代（FT年代）が
（鹿野ほか 2007），K６～K７の間で16.27～ 16.55 Maに対比される正帯磁が報告され
ている（中島ほか 1992）．さらに上位の荒谷層からはOperculina complanata japonicaや
Miogypsina kotoi kotoiなどの大型有孔虫（松丸ほか 1979）やPraeorbulina transitoriaな
どBlow （1969）のN ８上部に特徴的な浮遊性有孔虫が報告され（中川・田原 1991），
15.7 MaのK-Ar年代を示す安山岩のシルに貫かれている（中島ほか 1990；鹿野ほか 
2007）ことから，国見層の年代は，18 （17.5）～16 Maと考えられる．
国見層中～上部は，Itoigawa（1991）の climatic optimumに出現したマングロー
ブ沼を伴う地層でGeloina stachiやArcid-Potamid動物群（Nakagawa 1998；中川 
2002；中川ほか 2020）やマングローブ植物の Sonneratia の花粉（山野井 1992）
が報告されている． Arcid-Potamid動物群は門ノ沢動物群の最下部を占め，珪藻
化石層序から17 ～ 16.7 Maであるとされている（柳沢・渡辺 2017）．この年代は
これまで報告されている国見層の年代や化石と整合的である．また，硬骨魚類の
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石から梅田幸菜氏が発見した（図１のD地点）．産出層準はK４の約16 m下位に
見られる植物化石を産出する薄葉理のシルト岩で，その約12 m下位の層準から
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理やヘリンボーン葉理を伴う潮間帯から潮下帯にかけての泥岩や細粒砂岩が分布
する．八田標本は上部の細粒砂岩から産出した．ここでは，他にスナモグリ化石
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スッポン科　Family Trionychidae




















（Siebenrock 1902；Meylan 1987）．平山は，米国フロリダ州のChelonian Research 

























































Research Institute（Orlando, Florida, USA）所蔵の現生スッポン科，特に絶滅危
惧種であるシャンハイハナスッポンRafetus swinhoeiの調査に際して故P. C. H. 
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